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特
集4〜5 ようこそ県公民館大会・新発田大会

大会実行委員長　新発田市中央公民館長　米山　淳

２……… トピックス 「第１回理事会・評議員会開催」

３……… 視 点 「自己実現を目指して」　ＮＰＯ法人スポーツクラブたいない　理事長　五十嵐聖一
ひ ろ ば 「おもしろくってためになる公民館」　新潟市坂井輪地区公民館長　岸本　真記
掲 示 板 「公民館月報編集委員会の開催」

6……… 実践記録シリーズ 「学び」の循環を目指して！～妙高はねうまカレッジ「まなびの杜～」　妙高市公民館

7……… サークル交流 「鳴子で楽しく体力作り！」（上越市）／「和太鼓を明るく楽しく！」（柏崎市）
素 顔 拝 見 長島　大輔さん（長岡市）／福井　　明さん（田上町）

８……… お元気ですか 「３Ｂ＆出会い」の全てに感謝して…　五泉市・松田美津江さん
ネットワーク 「令和元年度　関東甲信越静公民館連絡協議会」

女のそば打ち道場（胎内市）
思わぬ力仕事に大苦戦でしたが、自分で打ったそばの味は格別でした。
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第
1
回
理
事
会
・
評
議
員
会
開
催�

　
令
和
元
年
度
の
第
1
回
理
事
会
･

評
議
委
員
会
が
新
潟
市
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
会
は
午

前
10
時
か
ら
、評
議
員
会
の
運
営
、県

公
連
の
事
業
の
見
直
し
等
に
つ
い
て

協
議
を
し
ま
し
た
。

　
午
後
1
時
30
分
か
ら
来
賓
に
県
生

涯
学
習
推
進
課
･
信
田
直
樹
課
長
と

同
･
関
洋
平
主
任
を
迎
え
て
評
議
員

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
役
員
改
選
、組
織
編
制
〉

　
今
年
度
は
役
員
改
選
の
年
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、新
任
の
役

員
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
（
令
和
元
年
度
の
役
員
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。）

副
会
長　
岩
野　
俊
彦

�

（
上
越
市
立
公
民
館
）

理　
事　
高
橋　
達
也

�

（
柏
崎
市
柏
崎
公
民
館
）

理　
事　
金
子　
雅
晃

�

（
佐
渡
市
公
民
館
）

理　
事　
小
島　
治
夫

�

（
糸
魚
川
中
央
公
民
館
）

監　
事　
滝
沢　
一
也

�

（
南
魚
沼
市
中
央
公
民
館
）

評
議
員　
水
島　
幸
枝

�

（
長
岡
市
中
央
公
民
館
）

評
議
員　
森
山　
正
昭

�

（
魚
沼
市
中
央
公
民
館
）

評
議
員　
福
井　
明

�

（
田
上
町
公
民
館
）

評
議
員　
富
田　
憲

�

（
弥
彦
村
公
民
館
）

評
議
員　
佐
藤　
一
孝

�
（
胎
内
市
中
央
公
民
館
）

評
議
員　
佐
藤　
強
平

�

（
粟
島
浦
村
公
民
館
）

〈
協　
議
〉

　
評
議
員
会
で
は
議
長
に
松
川
稔
明

五
泉
市
公
民
館
長
を
選
出
し
、次
の

こ
と
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

１　
役
員
改
選
、組
織
編
成　
承
認

２　
平
成
30
年
度
会
務
報
告　
承
認

３　

��

平
成
30
年
度
会
計
決
算
、監
査

報
告　
承
認

４　

��

令
和
元
年
度
基
本
方
針
と
事
業

計
画
に
つ
い
て　
承
認

５　
令
和
元
年
度
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
※��

負
担
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
説

明（
次
回
国
勢
調
査
の
年
ま
で

は
人
口
×
１・４
１
で
算
出
す

８　

��

関
係
機
関
、各
種
団
体
と
の
連

携
事
業・
運
動
等
の
協
力
に
つ

い
て　

従
来
ど
お
り
継
続
す

る
。　
承
認

９　
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
※��

事
業
見
直
し
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
を
説
明

　
⑴
今
後
の
公
民
館
月
報
に
つ
い
て

　
　
※��

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
等
を
踏

ま
え
て
、「
公
民
館
月
報
」を

「
公
民
館
だ
よ
り
」と
し
て
、

年
12
回
か
ら
6
回
の
発
行
と

す
る
と
提
案
し
た
。
今
後
の

課
題
と
し
て
、ネ
ッ
ト
等
の

利
用
、読
み
手
の
ニ
ー
ズ
、回

数
等
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
た
。　
承
認

　
⑵��

今
後
の
県
公
民
館
大
会
に
つ
い
て

　
　
※��

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、

毎
年
実
施
を
望
む
が
、県
の

社
会
教
育
委
員
研
修
会
と
合

同
で
実
施
す
る
方
向
で
検
討

す
る
。　
承
認

10　
創
立
70
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　
※
企
画
の
内
容
を
説
明

　
⑴��　
60
周
年
～
70
周
年
の
活
動
の
記

録
を
令
和
元
年
度
中
に
ま
と
め

る
。

　
　
①
新
潟
県
公
民
館
の
略
年
譜

　
　
②
新
潟
県
公
民
館
大
会
の
歩
み

　
　
③��

新
潟
県
公
民
館
連
合
会
歴
代

役
員
名
簿

　
　
④��

表
彰
状
贈
呈
職
員・
公
民
館

一
覧

　
　
・
優
良
公
民
館
文
科
大
臣
表
彰

　
　
・
叙
勲・表
彰・功
労
等

　
　
・��

全
国
公
民
館
連
合
会
永
年
勤

続
職
員・優
良
職
員
表
彰
者

　
　
⑤��

公
民
館
月
報（
創
立
70
年
周

年
ま
で
の
20
年
分
）

　
⑵��

記
録
誌
は
、紙
面
で
な
く
Ｃ
Ｄ
︲

Ｒ
で
作
成
す
る
。　
承
認

　

令
和
元
年
度
か
ら
2
年
度
は
、公

民
館
連
合
会
に
と
っ
て
新
た
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。
評
議
員
会
の

決
定
事
項
に
つ
い
て
慎
重
に
準
備
を

整
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
広
瀬
）

る
こ
と
を
確
認
）と
確
認
を

行
っ
た
。
事
務
局
経
費
の
削
減

に
つ
い
て
は
、人
件
費
を
削
減

し
て
対
応
す
る
。ま
た
、事
務
所

の
移
転
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
を
説
明
し
た
。　
承
認

６　

��

第
70
回
新
潟
県
公
民
館
大
会

（
新
発
田
市
大
会
）に
つ
い
て　

新
発
田
市
よ
り
説
明　
承
認

７　

��

第
71
回
新
潟
県
公
民
館
大
会

（
十
日
町
市
大
会
）に
つ
い
て　

十
日
町
市
よ
り
説
明

　
※��

令
和
2
年
度
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
年
で
あ
り
、各
市
町
村
で
も

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
対
応
が
予

定
さ
れ
て
い
る
所
も
あ
り
、例

年
7
月
の
第
3
週
実
施
は
む
ず

か
し
い
の
で
、9
月
下
旬
の
実

施
を
考
え
て
い
る
。
内
容
は
、

講
演
会
を
予
定
し
て
い
る
。
会

場
は
十
日
町
市
越
後
妻
有
文
化

ホ
ー
ル
段
十
郎
を
考
え
て
い
る

が
、会
場
が
飲
食
禁
止
と
な
っ

て
い
る
の
で
、大
会
実
施
を
午

後
開
催
の
半
日
で
実
施
す
る
方

向
で
い
る
と
提
案
が
あ
っ
た
。

　
　

��　
そ
の
方
向
で
準
備
を
進
め
る

と
い
う
こ
と
で　
承
認
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3 ひとくち情報 ５月16日㈭　第69回社会を明るくする運動推進会議　県庁　事務局長出席

ひろばひろば

掲示板 HOT NEWS

　令和元年度第１回編集委員会を７月２日（火）開催し
ます。
　会場は新潟市中央公民館404講座室で行います。
　編集委員は上越地区、下越地区、中越地区、新潟地区か
ら選出されています。編集委員８名です。
　○五十嵐和彦　（県立生涯学習推進センター）
　○北　菜奈実　（上越市立公民館）
　○渡邊　善則　（小千谷市公民館）
　○岩崎　裕一　（湯沢町公民館）

　○板垣　敏幸　（村上市中央公民館）
　○竹内　範子　（新潟市中央公民館）
　○小出　守仁　（新潟市新津地区公民館）
　○広瀬　松司　（県公連事務局長）
　令和元年度９月までの執筆割当は30年５月の評議員
会で確認されているので、10月から執筆割当や内容につ
いて協議する予定です。
　公民館月報にご意見・ご要望がありましたら編集委員
にご連絡ください。

公民館月報編集委員会の開催

ＮＰＯ法人スポーツクラブたいない
理事長　五十嵐聖一

「
自
己
実
現
を
目
指
し
て
」

に
参
加
し
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
ス
ポ
ー
ツ
の
事
な
ら
な
ん
で
も
ご

相
談
し
て
く
だ
さ
い
と
会
員
は
じ
め

市
民
や
体
育
施
設
利
用
者
等
に
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
健
康
づ
く
り

や
仲
間
づ
く
り・
居
場
所
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

公
民
館
活
動
は
文
化
系
、体
育
会

系
の
括
り
の
中
で
一
本
の
大
木
か

ら
小
枝
が
何
本
も
出
て
い
る
よ
う

に
そ
れ
ぞ
れ
が
ス
ポ
ー
ツ
組
織
・
文

化
組
織
を
形
成
し
脈
々
活
動
し
て

い
ま
す
。
胎
内
市
で
は
公
民
館
に
登

録
し
て
い
る
社
会
教
育
団
体
が
42
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

登
録
し
て
い
る
体
育
団
体
が
84
と

そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を
も
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
活
動
も
ス
ポ
ー
ツ
活
動
も

一
人
一
人
が
目
指
す
と
こ
ろ
が
あ

り
、そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
自

分
の
出
来
る
範
囲
で
時
間
と
費
用
を

注
ぎ
活
動
し
て
い
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
、私
は
自
分
の
た
め
に
今
何

が
出
来
る
の
か
、生
涯
を
通
じ
て
勉

強
す
る
、壮
大
な
夢
の
よ
う
な
話
で

あ
る
よ
う
だ
が
多
く
を
望
む
こ
と
で

は
な
く
今
出
来
る
こ
と
に
少
し
ず
つ

取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
と
思
い
つ
つ

常
に
自
分
に
負
け
る
日
々
が
続
い
て

い
ま
す
。
豊
か
な
社
会
で
は
自
己
実

現
の
欲
求
が
人
間
の
行
動
動
機
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
趣
味
を
生
か
し

好
き
な
こ
と
を
す
る
こ
と
で
地
域
や

組
織
へ
の
貢
献
を
通
じ
て
誰
か
の
役

に
立
つ
、皆
か
ら
感
謝
さ
れ
る
や
り

が
い
の
あ
る
人
生
を
送
り
た
い
と
願

う
こ
の
頃
で
す
。

　

胎
内
市
役
所
を
退
職
し
早
い
も
の

で
６
年
が
過
ぎ
ま
し
た
、こ
の
た
び

公
民
館
月
報
へ
投
稿
す
る
機
会
を
い

た
だ
き
感
謝
す
る
と
共
に
少
し
戸

惑
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
役
所

生
涯
学
習
課
で
は
社
会
体
育・
社
会

教
育
を
担
当
し
、地
域
の
皆
様
方
に

参
加
い
た
だ
き
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
で

は
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
各
種
大
会・
社

会
教
育
係
で
は
大
正
琴
や
絵
画
教
室

等
の
開
催
と
楽
し
い
こ
と
、苦
労
し

た
こ
と
な
ど
今
で
は
良
き
思
い
出
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
私
は
胎
内
市
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
た
い
な
い
の
運
営

　

坂
井
輪
地
区
公
民
館
で
は
、新
元
号

の
発
表
が
間
近
に
迫
っ
た
３
月
に「
お

も
し
ろ
く
っ
て
た
め
に
な
る
公
民
館
」

と
い
う
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
じ
趣
味
や
関
心
を
持
つ
人
が
公

民
館
に
集
ま
り
、知
識
を
得
て
情
報
交

換
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
と
い
う

趣
旨
の
も
と
、小
学
校
高
学
年
以
上
の

大
人
を
対
象
に
し
た
全
３
回
の
講
座

で
す
。

　

３
回
の
講
座
そ
れ
ぞ
れ
が
単
独
の

内
容
で
、１
回
目
は「
ス
マ
ホ
で
簡
単・

伝
わ
る
写
真
の
撮
り
方
」、２
回
目
が

「
メ
ダ
カ
の
上
手
な
飼
い
方・
殖
や
し

方
」、そ
し
て
３
回
目
が「
大
人
が
楽
し

む
世
界
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」と
い
う
、

い
ず
れ
も
最
近
巷
で
静
か
な
ブ
ー
ム

に
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

紙
面
の
関
係
で
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座

の
内
容
を
ご
紹
介
で
き
な
い
の
は
残

念
で
す
が
、ど
の
講
座
も
様
々
な
年
代

の
男
女
の
参
加
が
あ
り
、と
て
も
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
い

講
座
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、普
段
あ
ま
り
公
民
館
の
講
座

で
は
見
か
け
な
い
働
き
世
代
の
男
性

の
参
加
者
が
あ
っ
た
こ
と
は
特
筆
す

べ
き
で
し
た
。

　

し
か
も
参
加
者
同
士
で
Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

交
換
す
る
な
ど
仲
間
づ
く
り
も
進
ん

で
い
た
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
講
座
を
開
催
し
て
、私
自
身

が「
公
民
館
は
お
も
し
ろ
く
っ
て
た
め

に
な
る
」こ
と
を
認
識
で
き
た
と
と
も

に
、公
民
館
の
持
つ
魅
力
を
十
分
に
発

信
で
き
た
の
で
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も「
つ
ど
い・
ま
な
び・
む

す
び
」の
場
と
し
て
、公
民
館
の
魅
力

を
皆
さ
ま
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「おもしろくって
� ためになる公民館」
新潟市坂井輪地区公民館長  

岸本　真記
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大
会
実
行
委
員
長

　
新
発
田
市
中
央
公
民
館
長

　
　
　　

米
山　
　

淳

　

第
70
回
新
潟
県
公
民
館
大
会
が
７
月
19
日（
金
）に
、新
発

田
市
民
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
下
越
地
区
の
公
民
館

関
係
者
が
協
力
し
、一
致
団
結
し
、大
会
の
成
功
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

１　
は
じ
め
に

　

今
大
会
の
テ
ー
マ
は
、「
公
民
館
力
向
上
の
た
め
に
～
い
つ

で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
で
も
～
」で
す
。

　

公
民
館
を
取
り
巻
く
情
勢
が
年
々
厳
し
く
な
る
中
、公
民

館
は
、地
域
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
公
民
館
が
今
抱
え
て
い
る
問

題
を
提
起
す
る
と
と
も
に
、各
地
の
公
民
館
の
事
例
紹
介
、

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
て
、問
題
の
解
決
や
活
動

の
充
実
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
い
つ

で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
で
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
公
民

館
。そ
の「
公
民
館
力
の
向
上
」の
一
助
と
な
る
べ
く
、本
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

２　
大
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
９
：
30　
受
付

　
10
：
15　
開
会

　
10
：
45　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
テ
ー
マ「
新
し
い
公
民
館
運
営
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
田
原　
理　
氏

�

（
前
新
潟
県
公
民
館
連
合
会
事
務
局
長
）

　
　
　
　
　
　
ト
ー
ク
者
１
：
入
澤　
勇
太　
氏

�

（
刈
羽
村
公
民
館
長
）

　
　
　
　
　
　
ト
ー
ク
者
２
：
熊
谷　
い
み
子　
氏

�

（
新
潟
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
相
談
員
）

　
12
：
15　
昼
食

　
13
：
10　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
新
発
田
市
職
人
町
獅
子
保
存
会

　
13
：
30　
事
例
発
表

　
　
　
　
　
上
越
地
区　
糸
魚
川
市
田
沢
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　
中
越
地
区　
加
茂
市
公
民
館

　
　
　
　
　
新
潟
市　
　
新
潟
市
小
針
青
山
地
区
公
民
館

　
15
：
20　
閉
会
式

３　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

新
潟
県
公
民
館
大
会
の
恒
例
と
な
り
つ
つ
あ
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
、今
年
で
３
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
ト
ー
ク
者
に
加
え
、会
場
の
方
も
参
加
で

き
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
前
新
潟
県
公
民
館
連
合
会
事
務

局
長
の
田
原
理
さ
ん
、ト
ー
ク
者
に
は
刈
羽
村
公
民
館
長
の

入
澤
勇
太
さ
ん
と
、新
潟
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
相
談

員
の
熊
谷
い
み
子
さ
ん
を
迎
え
、「
新
し
い
公
民
館
運
営
を
考

え
る
」を
テ
ー
マ
に
、ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
会
場
の
方
も
ぜ
ひ
ご
意
見
を
ど
う
ぞ
。
こ
の
機
会
に
、公

民
館
活
動
の
充
実
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
、ぜ
ひ
ぜ
ひ
持
ち

帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

大会会場の新発田市民文化会館

よ
う
こ
そ
県
公
民
館
大
会・新
発
田
大
会
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４　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

新
発
田
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
新
発
田
市
職
人

町
獅
子
保
存
会
に
よ
る
獅
子
舞
を
披
露
い
た
し
ま
す
。
享
保

17
年（
１
７
３
２
年
）新
発
田
藩
主
の
命
で
始
め
ら
れ
た
も
の

で
、江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
り
、城
下
町
新
発
田
の
地
域
的
特
色

を
示
す
、歴
史
の
あ
る
獅
子
舞
で
す
。
新
発
田
市
第
１
号
の

「
無
形
民
俗
文
化
財
」に
指
定
さ
れ
て
お
り
、新
発
田
ま
つ
り

の
ほ
か
、新
発
田
市
の
重
要
な
行
事
で
た
び
た
び
演
じ
ら
れ

て
い
る
新
発
田
市
を
代
表
す
る
民
俗
芸
能
で
す
。
ど
う
ぞ
ご

覧
下
さ
い
。

５　
事
例
発
表

　

午
後
に
行
わ
れ
る
事
例
発
表
は
、次
の
３
地
区
の
皆
さ
ん

か
ら
の
発
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
１　
上
越
地
区　
糸
魚
川
市
田
沢
地
区
公
民
館

　

２　
中
越
地
区　
加
茂
市
公
民
館

　
３　
新
潟
市　
　
新
潟
市
小
針
青
山
地
区
公
民
館

　
（
発
表
順
）

　

公
民
館
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
事
例
や
、こ
れ
か
ら
の
公

民
館
に
必
要
と
な
る
事
業
な
ど
に
つ
い
て
発
表
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

６　
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
19
日
の
大
会
で
は
、県
内
各
地
か
ら
お
い
で
の
方
々

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、実
行
委
員
一
同
精
一
杯
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

関
係
者
の
方
々
は
、ぜ
ひ
声
掛
け
あ
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、当
日
会
場
で
は
、新
発
田
市
の
福
祉
団
体
に
よ
る
民

芸
品
や
ク
ッ
キ
ー
等
の
販
売
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
も

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

大
会
参
加
者
に
は
、会
場
に
隣
接
す
る
蕗
谷
虹
児
記
念
館

へ
の
無
料
入
館
サ
ー
ビ
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、花
嫁
人
形
の
童
謡
、絵
画
で
知
ら
れ
る
蕗
谷
虹
児
の
作
品

を
ど
う
ぞ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

７　
参
加
ご
予
定
の
方
に

　

第
70
回
新
潟
県
公
民
館
大
会
会
場
の
市
民
文
化
会
館
の
近

く
に
は
、先
に
紹
介
し
た
蕗
谷
虹
児
記
念
館
以
外
に
も
、国
指

定
重
要
文
化
財
で
あ
る
新
発
田
城
や
、郷
土
の
歴
史
や
文
化

を
継
承
、保
存
公
開
し
て
い
る
新
発
田
市
立
歴
史
図
書
館
な

ど
が
あ
り
ま
す
。少
し
移
動
す
れ
ば
、国
指
定
名
勝
の
庭
園
で

あ
る
清
水
園
が
あ
り
、清
水
園
に
隣
接
し
て
国
重
要
文
化
財

の
足
軽
長
屋
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
場
所
へ
も
ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 花嫁人形

８　
参
加
を
ご
検
討
の
方
々
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
等
は
、大
会
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
大
会
事
務
局
】第
70
回
新
潟
県
公
民
館
大
会
事
務
局

　
　
〒
９
５
７ｰ

０
０
５
３

　
　
新
発
田
市
中
央
町
５
丁
目
８
番
47
号

�

（
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
２
５
４ｰ

２
２ｰ

８
５
１
６

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
５
４ｰ

２
２ｰ

１
９
７
７

　
　

E-m
ail　

kom
inkan@

city.shibata.lg.jp

　

第
70
回
新
潟
県
公
民
館
大
会
へ
参
加
締
め
切
り
は
６
月
24

日（
月
）で
す
。大
会
の
詳
細
は
、市
町
村
に
送
付
さ
れ
て
い
る

開
催
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職人町獅子舞

新発田城
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シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

実
践

記
録
実
践

記
録

は
じ
め
に

　

妙
高
市
で
は
、人
生
１
０
０
年
時
代
を
心
豊
か
に

健
康
で
生
き
生
き
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

市
民
が
生
涯
を
通
し
て
学
び
続
け
、生
き
が
い
や
仲

間
づ
く
り
を
進
め
、充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
多
様
な
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、学
び
で
得
た
知
識
や
技
能
等
を
地
域
や
社
会
で

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
循
環
型
生
涯
学
習
社
会
の
構

築
を
目
指
し
、平
成
28
年
度
か
ら
、市
民
ニ
ー
ズ
や
社

会
の
要
請
に
応
え
つ
つ
、郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
、地

域
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、『
妙
高

は
ね
う
ま
カ
レ
ッ
ジ「
ま
な
び
の
杜
」』（
以
下
、「
ま

な
び
の
杜
」）を
開
校
し
ま
し
た
。

　
「
ま
な
び
の
杜
」で
は
①
自
然
環
境
、②
歴
史
文
化
、

③
ひ
と
ま
ち
の
３
コ
ー
ス
を
設
定
し
、各
コ
ー
ス
ご

と
に
講
座
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、概
ね
３
年
を
目
安

に
学
び
を
深
め
て
も
ら
う
仕
組
み
と
し
ま
し
た
。

１
回
目
の
３
カ
年
サ
イ
ク
ル
が
終
了

　
　
　
～
は
ね
う
ま
賞
を
７
名
が
受
賞
～

　

平
成
30
年
度
に
は
開
校
３
年
目
が
修
了
し
、１
回

目
の
３
カ
年
サ
イ
ク
ル
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
「
ま
な
び
の
杜
」を
構
成
す
る
３
コ
ー
ス
に
お
い

て
、そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
を
３
年
間
継
続
受
講
し
、修

了
し
た
者
を「
は
ね
う
ま
賞
」と
し
て
表
彰
し
て
い
ま

す
。平
成
30
年
度
末
に
７
名
の
方
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
の
先
に
は
３
コ
ー
ス
全
て
を
修
了
す
る「
妙
高

人（
み
ょ
う
こ
う
び
と
）」が
あ
り
、そ
れ
を
目
指
し
た

「
ま
な
び
」を
進
め
る（
深
め
る
）こ
と
に
な
り
ま
す
。

令
和
の
始
ま
り
と
と
も
に

　
　
２
回
目
の
３
カ
年
サ
イ
ク
ル
が
ス
タ
ー
ト

　

受
講
者
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
、幅
広
い
年
代
や

地
域
か
ら
の
参
加
に
向
け
、新
た
な
取
り
組
み
を
行

な
い
ま
す
。

①
ナ
イ
タ
ー
講
座（
２
講
座
）

　

�

平
日
夜
間
の
講
座
を
開
講
し
、受
講
し
や
す
い

環
境
を
整
え
ま
す
。

②
親
子
講
座（
２
講
座
）

　

�

夏
休
み
な
ど
を
活
用
し
、親
子
で
学
び
を
深
め

る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

③
妙
高
高
原・妙
高
地
域
で
の
開
催（
３
講
座
）

　

�

こ
れ
ま
で
は
新
井
地
域
を
中
心
と
し
た
会
場

設
営
で
し
た
が
、妙
高
高
原・
妙
高
地
域
で
も

開
催
す
る
こ
と
で
市
内
全
域
で
の
学
び
の
場

を
提
供
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、参
加
し
や
す
い
環

境
整
備
、親
子
で
の
参
加
を
促
す
多
様
な
講
座
内
容

と
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
計
画
的・
継
続
的
に
学
習
機
会
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

�
（
妙
高
市
生
涯
学
習
課　
山
口　
　
修
）

活
動
紹
介
写
真

№796（第３種郵便物認可）  令和元年６月15日 

255
「学び」の循環を目指して！
�～妙高はねうまカレッジ「まなびの杜」～

妙高市公民館
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CirCle
サークル交流

　長岡市山古志公民館に勤務し、３
年目の長島大輔さんを紹介します。
　とにかくフットワークが軽くど
こへでも出かけ、誰とでもすぐに
打ち解けることができる大変お得
な性格の持ち主です。仕事におい
ては手を抜かず、常に全力を尽くすタイプではあり
ますが、頑張れば頑張るほど空回りをして周囲を和
ませるという「ご愛嬌」も持ち合わせています。いつ
も笑顔を絶やさず利用者の声を大切にする姿勢から
誰からも愛される職員ではありますが、忙しい仕事
の合間を縫って学生時代から続けているスポーツに
毎晩打ち込む姿を見ると、「家に帰っているのだろう
か？」「家族はどう思っているのだろうか？」と余計
な心配もしてしまいます。たまには仕事や趣味の力
を抜いて、家族サービスをすることをおすすめした
いと思います。
　これからも持ち前の明るさを生かし、利用者に愛
される公民館づくりに尽力してくださることを期待
しています。
� （長岡市山古志公民館　今井　雅廣　記）

長岡市山古志公民館

主査　長島　大輔さん

鳴
子
で
楽
し
く　
　

　
　

体
力
作
り
！

鳴
子
de
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

公
民
館
講
座
修
了
後
の
自
主
グ

ル
ー
プ
と
し
て
、昨
年
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
団
体
で
す
。
毎
月
第

２
、第
４
木
曜
日
の
午
前
10
時
～
11

時
30
分
ま
で
、約
10
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
春
夏
秋
冬
、窓
の
外
に
広

が
る
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、鳴
子

を
使
用
し
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
初
め
は
ユ
ー
ミ

ン
の
曲
に
合
わ
せ
て
、タ
オ
ル
を

使
っ
て
硬
い
身
体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

続
い
て
鳴
子
を
手
に
持
ち
、嵐
や
西

野
カ
ナ
な
ど
の
ポ
ッ
プ
な
曲
に
合

わ
せ
て
、ス
キ
ッ
プ
を
し
た
り
ジ
ャ

ン
プ
を
し
た
り
足
を
ク
ロ
ス
さ
せ

た
り
し
な
が
ら
踊
り
ま
す
。
音
楽

に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
す
、最
高

に
楽
し
い
時
間
で
す
。
後
半
は
氷

川
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節
が
流
れ

る
と
、ヨ
ガ
マ
ッ
ト
の
上
に
座
り
、

曲
に
合
わ
せ
て
手
足
を
動
か
し
ま

す
。
座
っ
た
ま
ま
前
進・
後
進
す
る

の
で
腰
痛
予
防
に
も
効
果
的
で
す
。

　

無
理
な
く
楽
し
く
体
力
作
り
！

鳴
子
の
響
き
も
最
高
で
す
。
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
ご
一
緒
に
鳴
子
で
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

�

柏
崎
市・太
鼓
集
団
鼓
明
楽　
記

　
上
越
市・鳴
子
de
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

�

代
表　
祖
山　
美
幸　
記

　４月から、新たに公民館長として
活躍されている福井明さんをご紹
介いたします。館長に就任される前
は教育委員会事務局長を務め、町の
教育振興に多大な貢献をされてお
られました。
　当町では「教育委員会生涯学習係職員」と「公民館職
員」が兼務ということもあり、館長ご自身も公民館の業
務をご存知であったとはいえ、就任当初はこれまでと
全く違う慣れない環境で大変な思いを・・・・・とい
うことを一切感じさせず、既に田上町公民館の空気に
しっかり馴染んでいます。むぅ・・・流石であります。
　そしてその柔和な雰囲気、穏やかな性格で就任早々
来館者のハートをガッチリつかみ、職員へは豊富な経
験に裏打ちされた的確なアドバイスをしてくださる、
本当に信頼できる方です。
　今年度、公民館は新たな代替施設「田上町交流会館」
の完成にあたり大規模な移転作業を控えており、不安
な部分も多いですが、福井館長がいてくださればきっ
と大丈夫！私は体力の続く限りついていきます！

（田上町公民館　主事　牛田　伸幸　記）

田上町公民館

館長　福井　　明さん

　
「
鼓
明
楽
」の
由
来
は
、「
和
太
鼓
」

で「
明
る
く
」、「
楽
し
い
」気
持
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
。

さ
ら
に
子
供
に
も
覚
え
て
も
ら
え
る

よ
う
に「
こ
あ
ら
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　

演
奏
す
る
曲
の
全
て
は
、
メ
ン

バ
ー
の
ア
イ
デ
ア
を
合
わ
せ
て
作
曲

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
で
す
。
結
成
当

時
は
５
曲
で
し
た
が
、現
在
で
は
７

曲
あ
り
ま
す
。
結
成
し
て
２
年
半
を

過
ぎ
た
今
で
も
新
曲
へ
の
ア
イ
デ
ア

は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

出
演
活
動
は
市
内
外
問
わ
ず
、声

が
か
か
れ
ば
ど
こ
へ
で
も
行
っ
て
演

奏
し
ま
す
。
多
く
の
人
に
鼓
明
楽
の

演
奏
を
聴
い
て
ほ
し
い
の
で
、出
演

料
は
交
通
費
程
度
の
み
。
介
護
施
設

な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、幅
広
い
年

齢
層
に
親
し
ま
れ
や
す
い
和
太
鼓

チ
ー
ム
を
目
指
し
て
、今
後
も
元
気

に
躍
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

和
太
鼓
を　
　
　
　

　
　

明
る
く
楽
し
く
！

太
鼓
集
団
鼓
明
楽

　

太
鼓
集
団
鼓
明
楽
は
、も
と
も
と

別
々
の
和
太
鼓
チ
ー
ム
で
活
動
し
て

い
た
メ
ン
バ
ー
８
人
の「
も
っ
と
色

ん
な
人
に
和
太
鼓
の
響
き
を
届
け
た

い
」と
い
う
熱
い
思
い
が
集
ま
り
、平

成
29
年
９
月
に
柏
崎
で
結
成
さ
れ
た

平
均
年
齢
24
歳
の
若
手
和
太
鼓
チ
ー

ム
で
す
。
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た
皆
さ
ま
が
今
後
の
公
民
館
活
動
の
参
考

と
な
る
内
容
で
あ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

第
41
回
全
国
公
民
館
研
究
大
会
、第
59

回
関
東
甲
信
越
静
公
民
館
研
究
大
会
栃
木

大
会
の
チ
ラ
シ
も
各
市
町
村
に
配
布
し
ま

し
た
。本
県
は
担
当
は
、第
５
分
科
会
で
す
。

　
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

（
広
瀬
）

　
５
月
17
日
に
県
公
連
の
評
議
員
会
が
終

了
し
て
今
年
度
の
事
業
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
第
70
回
県
公
民
館
大
会
新
発
田
大
会
に

つ
い
て
は
、大
会
案
内
、申
込
み
書
が
届
け

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。新
発
田
市
が
順
調
に

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、参
加
さ
れ

編
集
後
記

　
平
成
９
年
３
月
の
定
年
退
職
後

私
は
第
二
の
人
生
を
如
何
に
過
ご

す
べ
き
か
？
と
あ
れ
こ
れ
模
索
し

て
お
り
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
体
を
動
か
す
こ
と
が

大
好
き
で
、ダ
ン
ス
や
太
極
拳
等

在
職
中
か
ら
続
け
て
お
り
ま
し
た

が
、10
年
10
月
に
３
Ｂ
体
操
と
の

運
命
的
な
出
会
い
が
あ
り
ま
し

た
。
ボ
ー
ル・
ベ
ル・
ベ
ル
タ
ー
の

３
種
類
の
用
具
を
使
い
、音
楽
に

合
わ
せ
て
行
う
健
康
体
操
で
す
。

　

教
室
の
会
員
か
ら
始
ま
り
、１

年
半
後
に
指
導
者
・
４
年
後
に
指

導
士
資
格
を
、平
成
29
年
３
月
に

は
目
標
と
し
て
い
た
名
誉
指
導

者
の
認
定
を
頂
く
事
が
で
き
ま

し
た
。

　
当
初
は
知
名
度
の
低
い
３
Ｂ
体

操
、普
及
活
動
及
び
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
と
、何
よ
り
自
分
自
身

の
為
に
、市
の
達
人
バ
ン
ク
に
登

録
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
お
陰
で

こ
れ
ま
で
長
く
続
け
て
来
れ
た
の

で
す
。

　
大
変
有
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

※「
お
元
気
で
す
か
」の
コ
ー
ナ
ー
は
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
が
そ
の
後
も
元
気
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
達
人
バ
ン
ク
に
は
３
Ｂ
体
操
の

他
に
、レ
ク
ダ
ン
ス
や
マ
ジ
ッ
ク

の
指
導
分
野
も
登
録
し
て
い
た
事

で
、沢
山
の
活
動
の
場
を
頂
き
ま

し
た
。

　

お
茶
の
間
、幼・保・小
学
校
、福

祉
施
設
等
、赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、世
代
を
越
え
て
数
多

く
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
が
あ
り

ま
し
た
。感
動
的
な
場
面
や
、教
わ

る
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
10
月
で
83
才
を
迎
え
ま
す

が
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、す
べ

て
が「
出
会
い
」の
お
陰
と
心
か
ら

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
健
康
で
、必
要
と
さ
れ
る
自
分

で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

気

す

元

で

か

お「
３
Ｂ
＆
出
会
い
」
の

　
　
　

全
て
に
感
謝
し
て
…

松
田
美
津
江

（
五
泉
市
）

河　川　愛　護　月　間
　国土交通省では、昭和49年から毎年７月を「河川
愛護月間」と定め、河川愛護運動を実施しています。
　本会でも、良好な河川環境の保全・再生のため、
地域住民の河川愛護意識の醸成に協力しています。

新潟県河川協会
会長職務代理者副会長（妙高市長）　入　村　　　明

新潟市中央区新光町4-1　新潟県自治会館内
TEL 025（285）0041　　FAX 025（285）1609

令
和
元
年
度
　
関
東
甲
信
越
静

公
民
館
連
絡
協
議
会

　
第
１
回
理
事
会
が
宇
都
宮
市
公

民
館
で
５
月
28
日（
火
）に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
理
事
で
あ
る
浅
間
会
長
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

理
事
会
は
、全
国
公
民
館
連
合

会
石
川
正
夫
会
長
、上
村
忠
男
事

務
局
長
、神
崎
節
生
参
与
も
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
役
員
、事
業
計

画
、研
究
集
会
、表
彰
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、令
和
２
年
度
千
葉
大
会

の
日
程
に
つ
い
て
は
、オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
あ
る
た
め
11
月
下
旬
開

催
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
8
月
の
大
会
の
成

功
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ

う
」と
い
う
閉
会
の
挨
拶
で
終
了

し
ま
し
た
。�

（
広
瀬
）

会長には栃木県の鷺谷文子会長
（写真中央）が就任しました。
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